






























On Community and Reign in Α’ ριστοτέλης’s『Πολιτικά』




















































は じ め に





（中）』第⚕巻第⚑章（13 ページから 21 ページ）から知ることが出来る。彼の父はニコマコス（Νικόμαχος），
彼の母はパイスティスであった。父ニコマコスは，マケドニア王アミュンタス（Α’ μύντας）⚓世（在位前 393
年 / 前 392 年-前 370 年）の侍医であり友人でもあった。アリストテレスは，マケドニア地方のスタゲイロ








彼は，前 343 年にピリッポス⚒世（Φίλιππος）（前 382 年生-前 336 年没）（在位 前 359 年-前 336 年）の
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6 上掲書『ギリシア哲学者列伝（中）』第⚕巻第⚑章アリストテレス（40 ページ 13 から 14 行目）。
7 正しいとは，等しい（平等）ことである。プラトン著（森進一・池田美恵・加来彰俊共訳）『法律（上）』757B
から C（第⚖巻⚕ 339 ページ）において，プラトンは二種類の平等があるとし，一つは算術的な平等，他
は比例的（幾何的）平等を示している。前者の平等は，長さ，重さ，数値による平等である。後者は，「よ
り大きなものにはより多く，より小さきものにはより少なく」として説明されている。
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偶然のでたらめによってではなく，それらのおのおのに本来与えられている，規律と秩序正
しさと技術とによって，一番見事に具わってくるのである」10 とプラトンはソクラテス（Σωκ
















見ていたと思われる（プラトン著（久保勉訳）『饗宴』（134 ページ⚙から 13 行目）参照）。また，前掲書『饗






















































中海世界の形成⚑古代オリエント社会の特徴（13 ページから 14 ページ）参照）。
15 共同体について考察する際に，一般的には古典古代に限定する必要はないかも知れないが，文献の調査の
しやすさから古典古代の共同体に絞って本稿では考察する。




































































26 前掲書『地中海世界とローマ帝国』第⚑章地中海世界とローマ帝国（16 ページ 13 から 15 行目）参照。
27 前掲書『戦史（上）』巻一の（二）（56 ページ 14 から 15 行目）。ここの引用に，アリストテレスが説く共同
体の原型が示されているように思われる。小さな集団としての家，同種族の人間の集団としての大家族，
そしてポリスへと膨らむ共同体の原型があると考えられる。

































































































とその危機（54 ページ⚑から 58 ページ⚔行目）参照。さらに，太田氏による，家，村，そしてポリスの構
成に関する説明は，主に，アリストテレス著（山本光男訳）『政治学』第⚑巻第⚑章から第⚓章（31 ページ
から 38 ページ）によっているとみられる。

































40 前掲書『政治学』第⚑巻第⚒章（36 ページ⚙から 10 行目）。
41 前掲書『政治学』第⚑巻第⚒章（34 ページ 13 から 17 行目）。
42 前掲書『政治学』第⚑巻第⚒章（33 ページ 17 から 18 行目）。
43 前掲書『政治学』第⚑巻第⚒章（33 ページ 18 から 19 行目）。ここで自然にとは何を意味するのか。多分，
家の人口増加であろうと推測される。


















と表現される47。ここで は家 の家内労働48（夫と妻の労働）量， は家 の道具や家畜
45 小麦の耕作には，犂だけではなく，耕された土を掘り返し種を播くときに使用する鋤や種子を土で覆う鍬
なども道具として使用される。
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の投入量， は社会的共通資本（森林，牧草・放牧地，共同体の神に属する神聖地，鉱山採
掘権あるいは水源）の投入量である。またこの関数において， ， ， ，
である。これは，それぞれの投入量の増加があると，農業生産物 の生産数量が増加するこ
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が得られる。これは，今日の経済学では限界変形率として知られている。生産物 あるいは























ʠA REFOMULATION OF CERTAIN ASPECTS OF WELFARE ECINOMICSʡ, Quarterly Journal of




































52 前掲書『政治学』第⚑巻第⚘章（47 ページ 12 から 14 行目）参照。この引用文で，奴隷をʞ正しく獲得ʟす
るとはどういう意味においてであろうか。アリストテレスは，「力の優れた者の支配が無条件に正しい」と
いうが，それは「征服者と被征服者相互間の（被征服者が征服者の徳にもとづいて示す）好意が正当化す












































































































































この条件(Ⅳ)は，生産物 j􂀲 を一単位増加させるために生産物 j を何単位減少させるかの値が
限界変形率比に等しいことを示している。また，任意の家 にとって，労働サービスの生産





ʠA REFOMULATION OF CERTAIN ASPECTS OF WELFARE ECINOMICSʡ, Quarterly Journal of
Economics, February, 1938.（Selected Essays in Econnomic Theory のシリーズのWelfare, Planning, and
Emlpoyment に収められたものを使用する）を参照。
57 各家の提供可能な労働量には上限があるが，その限られた労働サービスをどの生産部門に提供するかの選











































































































































































63 資源配分の最適化の一つである条件（Ⅶ）は Samuelson によって定式化され，図解されたものである。P.
A. Samuelson, ʠThe Pure Theory of Public Expenditureʡ, Reviews of Economics and Statistics, Vol.36.
1954，ならびに P. A. Samuelson, ʠDiagrammatic Exposition of a Theory of Public Expenditureʡ, Reviews




































に，アリストテレス著（山本光男訳）『政治学』第⚑巻第⚑章から第⚓章（31 ページから 38 ページ）からの
記述の再現と見られる。












































ページ 11 から 94 ページ 15 行目）参照。そこで彼女は「セプティモンティウムがローマのかつての名前だ
という古代ローマの学者の意見を信じる理由がどこにあるか？」，と述べている。
69 クレイステネスの部族改編によって生み出された地縁部族は地縁共同体である。「アッティカの村々を行



























ト リ テ ユ ス
」（tritys）とよばれた」（太田秀通著『スパルタとアテネ─古典古
代のポリス社会─』Ⅴアテネ（129 ページ 10 から 130 ページ⚑行目））。このようにして成立した地縁部族
に基づいて国制機構が整理された。ソロンの 400 人評議会にかわって 500 人評議会へと変化した。すなわ
ち，各部族 50 人の評議員からなる 500 人会が新しい評議会として生まれた。
70 前掲書『政治学』第⚑巻第⚒章（34 ページ 16 から 17 行目）。
71 前掲書『政治学』第⚑巻第⚒章（35 ページ⚑行目）。
72 アリストテレスは，前掲書第⚑巻第⚔章（38 ページ 15 行目）において，所有財産（富）は，「もろもろの道
具の総量であり，奴隷は生ある所有物である」と説明している。










































76 前掲書『地中海世界とローマ帝国』第⚑章地中海世界とローマ帝国（16 ページ 16 から 17 ページ⚓行目）参
照。
77 前掲書『地中海世界とローマ帝国』第⚑章地中海世界とローマ帝国（17 ページ⚙から 12 行目）参照。





























79 前掲書『地中海世界とローマ帝国』第⚑章地中海世界とローマ帝国（17 ページ 16 から 18 ページ⚕行目）参
照。



































82 前掲書『政治学』第⚑巻第⚕章（40 ページ 16 から 17 行目）。
83 前掲書『政治学』第⚑巻第⚓章（37 ページ⚕行目）。
84 前掲書『政治学』第⚓巻第⚔章（131 ページ⚘行目）参照。






87 前掲書『政治学』第⚑巻第⚕章（42 ページ 17 から 18 行目）参照。




























89 前掲書『政治学』第⚑巻第⚖章（43 ページ 16 から 17 行目）。
90 前掲書『政治学』第⚑巻第⚖章（44 ページ⚓から⚕行目）。






95 前掲書『政治学』第⚑巻第⚖章（45 ページ⚗から 14 行目）参照。
96 前掲書『政治学』第⚑巻第⚖章（45 ページ 19 から 46 ページ⚑行目）。このアリストテレスの相互応酬的な
好意が自然に生み出されると，彼が生活してた社会（ポリス）を認識していたのであろうか。






























ある」と説明している（前掲書『政治学』第⚓巻第⚔章（131 ページ⚘から 10 行目））。
99 前掲書『政治学』第⚓巻第⚔章（131 ページ 12 から 13 行目）。
100 前掲書『政治学』第⚓巻第⚔章（131 ページ 14 行目）。アリストテレスは，技工について，「それらが奴隷的
なことであるところから二三の国においては職人たちは，昔は支配に与らないものであったが，極端な民






























102 前掲書『政治学』第⚓章第⚔章（137 ページ⚘から 10 行目）。
103 前掲書『政治学』第⚑巻第⚔章（38 ページ⚘行目）。
104 前掲書『政治学』第⚑巻第⚔章（38 ページ 14 から 15 行目）。
105 前掲書『政治学』第⚑巻第⚔章（38 ページ 11 から 12 行目）。
106 前掲書『政治学』第⚑巻第⚔章（39 ページ⚓から⚙行目）参照。















































110 前掲書『政治学』第⚑巻第⚗章（47 ページ⚘から 10 行目）。
111 前掲書『政治学』第⚑巻第 13 章（63 ページ⚑から⚒行目）に「支配者が節制でもなく正しくもないとすれ
ば，どうして立派に支配することが出来るであろうか」と言って，支配する者には徳があることを述べてい
る。



























113 前掲書『政治学』第⚑巻第 13 章（63 ページ⚘から⚙行目）参照。
114 前掲書『政治学』第⚑巻第 13 章（63 ページ 13 から 15 行目）。
115 前掲書『政治学』第⚑巻第 13 章（63 ページ 15 から 17 行目）。
116 前掲書『政治学』第⚑巻第 13 章（64 ページ⚑から⚔行目）。
















































120 前掲書『政治学』第⚑巻第 13 章（64 ページ 16 から 17 行目）。
121 アリストテレス著（高田三郎訳）『ニコマコス倫理学（上）』第⚒巻第⚖章（1106a17 から 18）（68 ページ 10
から 11 行目）。
122 上掲書『ニコマコス倫理学（上）』第⚒巻第⚖章（1106a23 から 25）（68 ページ 16 から 69 ページ⚒行目）。
123 上掲書『ニコマコス倫理学（上）』第⚒巻第⚖章（1107a1 から⚒）（71 ページ 16 から 17 行目）参照。これ
に続けて，アリストテレスは，「中庸（メソテース）とは，だが，二つの悪徳の，すなわち超過に基づくそ
れと不足に基づくそれとの間における中庸の謂いである」と述べている。










































































































133 前掲書『政治学』第⚑巻第⚙章（52 ページ 10 から 14 行目）。この引用で，後の共同体とは，村としての共
同体（村落共同体）を指している。







































136 前掲書『政治学』第⚑巻第⚙章（53 ページ 15 から 16 行目）。
137 前掲書『政治学』第⚑巻第⚙章（53 ページ 16 から 54 ページ⚑行目）。貨幣の使用価値は交換される財によっ
て測られるのであるから，アリストテレスの見解は間違っていない。しかし，貨幣は社会的に有用なもの
である。
























































よる福音書』第 25 章 14 節から 30 節の天国の譬え話で，⚕タラント渡された者はそれを商売に使い⚕タラ
ント儲けたが，⚑タラントを渡された者は地の中に隠しておき⚑タラントを帰ってきた主人に返したが，
このとき主人は利子を生み出さなかった者を罰し，持っているタラントを取りあげ，その資金から利子を
生み出し⚕タラント儲けた者に渡した。同様の譬え話は聖書『ルカによる福音書』第 19 章 11 から 27 節に
ある。聖書著者は，アリストテレスとは違って，利子を非難していないと思われる。
142 アリストテレスは，貨幣は交換の媒介手段であり，資産ではないと見ているから，貨幣を蓄える行為は不自
















143 前掲書『政治学』第⚑巻第⚙章（54 ページ 12 から 13 行目）。














































146 前掲書『ユートピア』第⚒巻第⚙章ユートピアの諸宗教について（179 ページ 14 から 180 ページ⚒行目）。
147 前掲書『ユートピア』第⚒巻第⚙章ユートピアの諸宗教について（180 ページ 14 から 17 行目）。
148 前掲書『ユートピア』第⚒巻第⚙章ユートピアの諸宗教について（180 ページ⚖から 10 行目）。




























150 前掲書『政治学』第⚑巻第⚘章（50 ページ 15 から 16 行目）。ほんとうの富というとき，アリストテレスは
これには貨幣を含めていない。貨幣は交換の媒介手段に過ぎないからである。
151 前掲書『政治学』第⚑巻第⚘章（51 ページ⚒から⚓行目）参照。







はない（前掲書『政治学』第⚑巻第⚙章（55 ページ⚗から 16 行目）参照）。

































158 前掲書『政治学』第⚑巻第 10 章（57 ページ 11 行目）。
159 アリストテレスは，高利貸は「取財術のうちで実は最も自然に反したものである」と言う（前掲書『政治学』
第⚑巻第 10 章（57 ページ 13 から 14 行目））。
160 前掲書『政治学』第⚓巻第⚑章（121 ページ⚙から 10 行目）参照。


































165 前掲書『政治学』第⚓巻第⚑章（122 ページ⚗から 13 行目）参照。
166 今日の日本でも，成人した人には選挙権と被選挙権が与えられ，未成年の人は成人した人とは社会的権利
などで取扱が違う。この場合，未成年者は，ʞ条件つき国民ʟと言えるのかも知れない。
167 前掲書『政治学』第⚓巻第⚑章（122 ページ 15 から 16 行目）参照。





































173 前掲書『政治学』第⚓巻第⚓章（127 ページ 13 から 15 行目）。

































177 前掲書『政治学』第⚓巻第⚓章（127 ページ 18 から 19 行目）。
178 前掲書『政治学』第⚓巻第⚒章（125 ページ 12 から 19 行目）参照。
179 アリストテレスは，民主制の下では，他国居留者を国民としていることを認識していた。
180 前掲書『政治学』第⚓巻第⚕章（134 ページ⚔から⚖行目）。








































































191 前掲書『政治学』第⚓巻第⚔章（130 ページ 12 行目）。




196 前掲書『政治学』第⚓巻第⚕章（135 ページ 17 から 136 ページ⚑行目）。


























198 前掲書『政治学』第⚓巻第⚔章（133 ページ⚑から⚒行目）。プラトン『国家』第 10 巻第⚓章（601D から E）





203 前掲書『政治学』第⚓巻第⚖章（138 ページ 10 から 12 行目）。
204 同様の見解はトマス・アクィナスにも見られる。トマス・アクィナスは，『君主の統治について─謹んでキ








































─』第⚑章エラスムスが求めた君主象第⚔節君主（王）と僭主(66 から 67 ページ)参照。
207 前掲書『政治学』第⚓巻第⚖章（136 ページ 14 から 15 行目）。




































212 前掲書『政治学』第⚓巻第⚖章（138 ページ 10 から 12 行目）。
213 前掲書『政治学』第⚓巻第 13 章（158 ページ⚑から⚓行目）。
















































































































225 前掲書『政治学』第⚓巻第⚙章（143 ページ 17 から 18 行目）。
226 前掲書『政治学』第⚓巻第⚙章（143 ページ 12 行目）。








































236 前掲書『キリスト者の君主の教育』（358 ページ⚙から 10 行目）。
237 前掲書『キリスト者の君主の教育』（358 ページ 12 から 13 行目）。





































243 前掲書『政治学』第⚓巻第⚙章（145 ページ 11 から 12 行目）。
244 前掲書『政治学』第⚓巻第⚙章（145 ページ 12 から 13 行目）。





























優っている」である（前掲書『政治学』第⚓巻第 11 章（147 ページ 18 から 149 ページ⚑行目））。寄せ集め
の論理は，「それぞれ違った人がそれぞれ違った部分を判断し，かくて全体の人としては全体を判断するこ
とになる」である（前掲書『政治学』第⚓巻第 11 章（148 ページ⚕から⚖行目））。






248 前掲書『政治学』第⚓巻第 11 章（150 ページ⚓から⚔行目）。






























250 前掲書『政治学』第⚓巻第 11 章（150 ページ⚗から⚘行目）。
251 前掲書『政治学』第⚓巻第 11 章（151 ページ 10 行目）。
252 前掲書『政治学』第⚓巻第 11 章（151 ページ 10 から 13 行目）。
253 前掲書『政治学』第⚓巻第 11 章（151 ページ 14 から 17 行目）。しかし，アリストテレスは，法律が寡頭制
的であったり，民主制的であったりする場合には，その法律は正しいものではないという（前掲書『政治
学』第⚓巻第 10 章（147 ページ⚖から 10 行目）参照）。
254 前掲書『政治学』第⚓巻第 11 章（152 ページ⚔行目）。
255 前掲書『政治学』第⚓巻第 12 章（152 ページ 11 行目）。



































260 前掲書『政治学』第⚓巻第 12 章（154 ページ⚗から⚙行目）。
261 前掲書『政治学』第⚓巻第 12 章（154 ページ 12 から 13 行目）。
262 前掲書『政治学』第⚓巻第 12 章（154 ページ 13 から 14 行目）参照。


































264 前掲書『政治学』第⚓巻第 12 章（154 ページ 14 から 16 行目）。































266 前掲書『政治学』第⚓巻第 13 章（157 ページ⚒から⚔行目）。
267 前掲書『政治学』第⚓巻第 13 章（157 ページ⚔から⚖行目）。
268 前掲書『政治学』第⚓巻第 13 章（157 ページ⚘から 10 行目）。
269 前掲書『政治学』第⚓巻第 13 章（157 ページ 10 行目）。
270 前掲書『政治学』第⚓巻第 13 章（157 ページ 11 行目）。
271 前掲書『政治学』第⚓巻第 13 章（157 ページ 13 行目）。
272 前掲書『政治学』第⚓巻第 13 章（157 ページ 14 行目）。


























た」と述べている（前掲書『政治学』第⚓巻第 13 章（158 ページ 19 から 159 ページ⚒行目））。アリストテ
レスは，陶片追放が国制の利益のためではなく，党派争いの為に利用されたと見ている。
275 前掲書『政治学』第⚓巻第 11 章（158 ページ 10 から 11 行目）。
276 前掲書『政治学』第⚓巻第 11 章（158 ページ 11 行目）。
277 前掲書『政治学』第⚓巻第 13 章（158 ページ 19 から 159 ページ⚒行目）。卓越した人を排除することは，民
主制の陶片追放の制だけではなく，僭主制においてもなされていた。コリントスの僭主であったペリアン





第⚓巻第 13 章（159 ページ⚙から 10 行目），（また，ヘロドトス著（松平千秋訳）『歴史（中）』巻Ⅴ 92（ζ）
から（η）（206 ページ⚒から 207 ページ⚓行目））。
278 卓越した人を追放することのないように事前に法律で定めて，国制を組織することが最善であるが，それ
でも陶片追放制などの矯正策を講じて矯正することも必要であることをアリストテレスは認めている。





























280 前掲書『政治学』第⚓巻第 13 章（161 ページ⚒から⚓行目）。































































































を深める時間は本稿ではないが。アリストテレスは，『アテナイの国制』第 28 章（55 ページ
⚔から⚖）において，「ペリクレスが民衆を指導している間は国政はまだ善かったが，ペリク
レスの死後はずっと悪くなった。というのはこの頃になってはじめて民衆はしかるべき人々
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